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(C) 2023. Industrial Value Chain Initiative

はじめに

✓ 中小企業にもCFP提供が求められる時代に備え

✓ CFPの考え方や計算ロジックを学び

✓ コスト負担なく自社システムにCFPを組み込む

●本ワークショップの主たるテーマ

●本ワークショップの出発点（参加企業の思い）

「カーボンフットプ
リント」ってどう
やって計算すれば

いいの？

• CFPで企業選別と淘汰を進められるのはまっぴら御免！

• 正直なところ必要性やメリットが実感しにくい。。。

• コンセプトは理解できるが現実的・具体的方法は？

• どうせやるなら、先駆けてビジネスチャンスに！

抜粋版
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「CNまるごとシステム」実装ワークショップ

6月：困りごとの共有（AS－IS）

７月：あるべき姿の確定（TO－BE）

８月：システムの実装（CAN-BE）

９月：成果のフィードバック（CAN-DO）

✓ キックオフ（リアル）ガイダンス
✓ 宿題プレゼン：困りごとカードの内容（口頭）
✓ 困りごとの共有、具体的なゴールの設定
✓ ツールの紹介、利用方法解説

✓ 宿題プレゼン：各企業のあるべき姿
✓ 業務システムの詳細設計
✓ データの実体を用いた計算方法検討
✓ システムの画面設計

✓ 宿題プレゼン：実データをもちより説明
✓ プロトタイプの動作検証
✓ データの取得方法、現場への展開方法
✓ 既存システムとの関係など

✓ 宿題プレゼン：現場からのフィードバック
✓ 算出結果の評価と効果、フィットギャップ
✓ やってみた結果、できなかったこと課題
✓ 計算結果、成果のまとめ

６月１５日（木）１３：００～１７：００

７月２０日（木）１３：００～１７：００

８月２３日（水）１３：００～１７：００

９月２０日（水）１３：００～１７：００

講師：西岡靖之 会場：法政大学新見附校舎９階
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参加企業（受講者）

全工程をコントロールし未来を造る鋳物屋さん

プラスチック歯車・金型のソリューション提案

ニッチな流体制御機器の専門メーカー商社

金属に新たな機能を付加する表面処理

株式会社チバダイス

株式会社IBS

錦正工業株式会社

株式会社Creative Works

株式会社今野製作所

電化皮膜工業株式会社

株式会社ケー・ティー・システム

宮本溶接塾を運営し「人をつくる」溶接屋さん

製造業向けシステムインテグレータ

オーダーメイド板金加工で研究開発支援

60名

39名

34名

30名

3名

89名

35名
https://www.kinsei.jp/

https://weldingschool.jp/

https://ask-ibs.jp/

https://www.ktsystem.jp/

https://www.konno-s.co.jp/

https://www.dhk.co.jp/

http://www.chibadies.co.jp/
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ワークショップで利用したCNまるごと実践アプリ
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ステップ１：品目（BOM）の管理

ステップ２：工程（BOP）の管理

ステップ３：エネルギの管理

ステップ４：生産オーダの管理

ステップ５：稼働実績の管理

ステップ６：CO2排出量の算出

抜粋版
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ワークショップから得られた課題と気づき

②工程・生産設備への按分について

③実績把握と製品ロットへの配賦について①エリア毎のエネルギー消費量の把握について

④進め方・その他

⚫ 現状は事業所全体の電力消費量（月次請求単位）でしか把
握できず、データ集計もされていない。

⚫ 中小企業でも使えるエネルギー・電力消費量の監視・見える
化の方法・ノウハウを知り、試したい。

⚫ 省エネルギー・省資源の観点からも取り組む意義あり。

⚫ 設備や工具などのエネルギ消費量を直接計測やデータの活
用方法を明らかにして、コストをできるだけ小さくしたい。

⚫ 業種や業態ごとで特有なモデルや計算パターンがあり、それ
らへの対応を学ぶ場が必要

⚫ 設備単位に按分する基本ロジックを用いた方法がノウハウな
ので、中小企業のための知識として蓄積していきたい。

⚫ 作業実績や稼働実績の把握が、現場の生産管理負荷、管理
コストをあげずに実施する方法を探っていく必要がある。

⚫ 配賦方法にはさまざまな方法が考えられるが、製品や生産方
式の特性を踏まえた方法に具体化していく必要がある。

⚫ 現場の生産管理の成熟度に応じて、無理なく進めながらも、
生産管理レベル向上の目標になるような進め方が求められる。

⚫ 材料や購入部品のCO2使用量を把握するための基礎的な
データを入手する必要がある。

⚫ 稼働時間の定義やスクラップと歩留まりの定義など、社内で
考え方を整理し共通化する必要がある

⚫ 目に見えないCO2が対象なため、現場社員も巻き込んだ活動
にするための動機付けや目標設定に工夫が必要。

現場の管理粒度に応じた現実的なCFP計算。しかし根拠はしっかりと！

抜粋版
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ワークショップを終えて

✓ CFP対応は、環境に取り組む企業の決意表明！（不可避）

✓ 但し、そのためだけに多額の費用はかけられない（泣）

✓ これを契機として、見える化やカイゼンを進めたい！（攻めの姿勢）

✓ CFPの基本的な構造は、業種業態問わず共通だと分かった。

✓ 個社の実情に応じて、管理レベルと粒度を決めるのがポイント。

✓ 個々のデータの精度より、その根拠（ロジック）が重視されそう。

✓ 全社員の協力が必要！（わかりやすさ・動機づけが重要）
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シンポジウムで発表
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